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(57)【要約】
　簡単な構造でありながら、柔軟パウチ容器に適正な押
圧力を及ぼすことが可能で、かつ意図しない外力が及ん
だ場合においても内部の流体物が開口部から漏れるのを
防止できる柔軟パウチ容器用ホルダーを提供する。
　変形可能な柔軟シートからなり内部に充填した流体物
（Ａ）を排出するための開口部（２６）を上部に有する
柔軟パウチ容器（２０）の樹脂製ホルダー（１０）であ
って、柔軟パウチ容器の底部を支持する底部支持部（１
２）と、底部支持部に柔軟パウチ容器の底部を載置した
ときに上記開口部より下方に位置する部分を囲む、上記
柔軟シートより剛性が高くかつ弾性を有する周辺支持部
（１３）と、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
変形可能な柔軟シートからなり内部に充填した流体物を排出するための開口部を上部に有
する柔軟パウチ容器の樹脂製ホルダーであって、
　上記柔軟パウチ容器の底部を支持する底部支持部と、
　上部が開口しかつ該底部支持部と連続する、該底部支持部に上記柔軟パウチ容器の底部
を載置したときに上記開口部より下方に位置する部分を囲む、上記柔軟パウチ容器より剛
性が高くかつ弾性を有する周辺支持部と、
　を備えることを特徴とする柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項２】
請求の範囲第１項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記底部支持部及び上記周辺支持部がポリプロピレンからなる柔軟パウチ容器用ホルダ
ー。
【請求項３】
請求の範囲第１項または請求の範囲第２項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記周辺支持部の上部に貫通孔を形成した柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項４】
請求の範囲第１項から請求の範囲第３項のいずれかに記載の柔軟パウチ容器用ホルダーに
おいて、
　互いに分離可能かつ互いに結合可能な一対のパーツからなる柔軟パウチ容器用ホルダー
。
【請求項５】
請求の範囲第４項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　一対の上記パーツの対向面の一方に係合突部を形成し、他方に該係合突部が係合する係
合凹部を形成した柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項６】
請求の範囲第５項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記係合突部と係合凹部を、上記底部支持部における相手方の上記底部支持部との対向
部に形成し、
　上記底部支持部の下面に上記係合凹部と連通する係止孔を形成し、
　上記係合突部の下面に上記係止孔と係合する係止爪を形成した柔軟パウチ容器用ホルダ
ー。
【請求項７】
請求の範囲第５項または請求の範囲第６項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　一対の上記パーツが上記係合突部及び上記係合凹部を共に具備し、かつ互いに同じ形状
である柔軟パウチ容器用ホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、柔軟パウチ容器用ホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許第３２６８５３７号公報には、変形可能な柔軟シートからなり内部に飲料や液状洗
剤などの流体物を充填可能な柔軟パウチ容器が開示されている。この柔軟パウチ容器は、
底部を平板等に載置すると自立する所謂スタンドパック型であり、その上部には内部の流
体物を排出するための開口部が形成してある。
　柔軟パウチ容器の下部を手で押圧すると流体物の液圧が高まり、上部の開口部から流体
物が外部に排出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特許第３２６８５３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　柔軟パウチ容器に過大な押圧力を及ぼすと、所望量以上の流体物が開口部から流出して
しまうが、柔軟パウチ容器に適正な押圧力を及ぼすのは容易ではない。特に多量の流体部
が充填されている状態で柔軟パウチ容器の下部を押圧した場合には、押圧力が適正な押圧
力よりほんの僅かだけ大きくなってしまった場合でも所望量以上の流体物が開口部から流
出してしまう。
　また、飲料を充填した柔軟パウチ容器を冷蔵庫のサイドポケットに収納した場合には、
この柔軟パウチ容器に対して隣に位置する硬い収納物が接触して柔軟パウチ容器が押圧さ
れることにより、飲料が開口部から漏れてしまうことがある。
【０００５】
　本発明の目的は、簡単な構造でありながら、柔軟パウチ容器に適正な押圧力を及ぼすこ
とが可能で、かつ意図しない外力が及んだ場合においても内部の流体物が開口部から漏れ
るのを防止できる柔軟パウチ容器用ホルダーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の柔軟パウチ容器用ホルダーは、変形可能な柔軟シートからなり内部に充填した
流体物を排出するための開口部を上部に有する柔軟パウチ容器の樹脂製ホルダーであって
、上記柔軟パウチ容器の底部を支持する底部支持部と、上部が開口しかつ該底部支持部と
連続する、該底部支持部に上記柔軟パウチ容器の底部を載置したときに上記開口部より下
方に位置する部分を囲む、上記柔軟パウチ容器より剛性が高くかつ弾性を有する周辺支持
部と、を備えることを特徴としている。
【０００７】
　上記底部支持部及び上記周辺支持部は、例えばポリプロピレンからなるものとしてもよ
い。
【０００８】
　上記周辺支持部の上部に貫通孔を形成してもよい。
【０００９】
　互いに分離可能かつ互いに結合可能な一対のパーツからなるものとしてもよい。
【００１０】
　一対の上記パーツの対向面の一方に係合突部を形成し、他方に該係合突部が係合する係
合凹部を形成してもよい。
　この場合は、上記係合突部と係合凹部を、上記底部支持部における相手方の上記底部支
持部との対向部に形成し、上記底部支持部の下面に上記係合凹部と連通する係止孔を形成
し、上記係合突部の下面に上記係止孔と係合する係止爪を形成してもよい。
【００１１】
　一対の上記パーツが上記係合突部及び上記係合凹部を共に具備し、かつ互いに同じ形状
であってもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、柔軟パウチ容器の開口部より下方に位置する部分を囲むホルダーの周
辺支持部を押圧すると、この押圧力の一部が周辺支持部に吸収されながら柔軟パウチ容器
の側面に及ぶため、柔軟パウチ容器に過大な押圧力が及ぶおそれは小さい。そのため、柔
軟パウチ容器に多量の流体部が充填されている場合であっても、所望量の流体物を開口部
から排出できる。
　また、例えば飲料を充填した柔軟パウチ容器を冷蔵庫のサイドポケットに収納した場合
にこの柔軟パウチ容器に隣の硬い収納物が接触したとしても、この接触力はホルダーの周
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辺支持部によって吸収されるので、飲料が開口部から漏れるおそれは小さい。
【００１３】
　請求項２のように構成すれば、ホルダーを安価に製造できる。
【００１４】
　請求項３のように構成すれば、ホルダーの貫通孔を通して柔軟パウチ容器を直接押圧す
ることにより、流体物を柔軟パウチ容器の開口部から排出できる。しかも、一般的に柔軟
パウチ容器の上部を押圧した場合は、多少押圧力が強くても所望量の流体物が開口部から
排出されるので、所望量以上の流体物が開口部から排出されるおそれは小さい。
【００１５】
　請求項４のように構成すれば、一対のパーツを組み付けたときのパーツの上端部どうし
の間隔が柔軟パウチ容器の最大幅より狭い場合であっても、ホルダーを柔軟パウチ容器に
簡単に装着できる。
【００１６】
　請求項５のように構成すれば、一対のパーツどうしを簡単に組み付けることができるよ
うになる。
【００１７】
　請求項６のように構成すれば、係合突部が係合凹部から抜け出すのを効果的に防止でき
る。
【００１８】
　請求項７のように構成すれば、一対のパーツどうしの結合力を高めることが可能である
。
　さらに、一対のパーツどうしが同じ形状なので、パーツは一種類で足りる。そのため、
ホルダーの製造コストを低くすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】（ａ）は本発明の一実施形態のホルダーの装着対象である柔軟パウチ容器の正面
図、（ｂ）は底面図である。
【図２】ホルダーの一対のパーツと柔軟パウチ容器とを、互いに分離した状態で示す側面
図である。
【図３】パーツの正面図である。
【図４】パーツの平面図である。
【図５】一対のパーツを組み合わせることにより完成したホルダーの平面図である。
【図６】同じくホルダーの底面図である。
【図７】柔軟パウチ容器にホルダーを装着したときの側面図である。
【図８】柔軟パウチ容器に装着したホルダーを手で押圧し、ホルダーを変形させたときの
正面図である。
【図９】同じくホルダーを手で押圧したときの手を省略した側面図である。
【図１０】ホルダーの貫通孔を通して柔軟パウチ容器の上部を指で直接押圧したときの正
面図である。
【図１１】変形例の図３と同様の正面図である。
【図１２】パーツの平面図である。
【図１３】パーツの底面図である。
【図１４】ホルダーの底面図である。
【図１５】図１４のXV－XV矢線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図１～図１０を参照しながら本発明の一実施形態を説明する。
　図１及び図２は、本発明のホルダー１０の装着対象である柔軟パウチ容器２０を示して
いる。柔軟パウチ容器２０は、ポリエチレンやポリプロピレン等の熱接着性を有する合成
樹脂フィルムの外面にポリエステルフィルム等をラミネートした可撓性を有する（変形可
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能な）柔軟性シートからなるものであり、その内部空間２１には流体物Ａ（例えば、ジュ
ース等の飲料、液体調味料、あるいはシャンプー等の液体洗剤）を充填してある。図示す
るように柔軟パウチ容器２０の底面部２２の周縁部からは下方に向けて環状載置部２３が
延びている。この環状載置部２３は長さ（上下長）が短いため、環状載置部２３より上方
の部分に比べて剛性が高い。そのため、環状載置部２３の下面を水平面に載置すると柔軟
パウチ容器２０は自立する。即ち、本実施形態の柔軟パウチ容器２０は所謂スタンドパッ
ク型である。
　また、柔軟パウチ容器２０の上端部近傍の一方の側部には、柔軟パウチ容器２０の本体
部から側方に突出し、かつその内部空間が該本体部の内部空間２１と連通する排出用突部
２４が形成してある。排出用突部２４の先端部は閉じているが、図１に示すように排出用
突部２４の中間部にはミシン目２５が形成してあるので、ミシン目２５に沿って排出用突
部２４の中間部を切断すると、排出用突部２４の当該切断面が開口部２６となる（図８及
び図１０参照）。本実施形態の排出用突部２４は外力が掛からないとき、排出用突部２４
自身の弾性力（初期形状へ復帰しようとする力）によって開口部２６を閉じる。なお、開
口部２６に図示を省略したキャップを着脱可能に被せたり、開口部２６にスナップファス
ナーを形成してもよい。
　図示するように、内部空間２１に流体物Ａを最大限充填した柔軟パウチ容器２０を側方
から見ると、柔軟パウチ容器２０の下端から上下方向の中間部（上端部よりやや下方に位
置する部分）までは同じ形状（同じ前後幅）であるが、当該中間部より上方の部分は略二
等辺三角形状となる（上側に向かうに連れて狭幅になる）。
【００２１】
　本実施形態のホルダー１０は、互いに同一形状（対称形状）をなす一対のパーツ１１か
らなるものである。
　一対のパーツ１１はポリプロピレンからなる一体成形物であり、平面視略半円形をなす
平板状の底部支持部１２と、底部支持部１２の周縁部から上方に向かって湾曲しながら延
びる周辺支持部１３と、を具備している。底部支持部１２及び周辺支持部１３は弾性変形
可能である。さらに、底部支持部１２の厚さは周辺支持部１３の厚さより大きいため、底
部支持部１２の剛性は周辺支持部１３の剛性より高く、かつ、周辺支持部１３の剛性は柔
軟パウチ容器２０（環状載置部２３を含む）の剛性より高い。底部支持部１２の下面には
一対の半球状突部１４が突設してある。各パーツ１１の底部支持部１２の対向面の下半部
には平面視で矩形をなすと共に横断面形状が台形形状をなす係合突部１５が突設してある
。係合突部１５の板厚は底部支持部１２の約半分であり、かつ係合突部１５は底部支持部
１２と平行である。さらに底部支持部１２の下面には、係合突部１５と隣合い、かつ係合
突部１５と同じ形状をなす係合凹部１６が凹設してある。さらに、周辺支持部１３の上部
には正面視円形をなす貫通孔１７が形成してある。
【００２２】
　柔軟パウチ容器２０にホルダー１０（一対のパーツ１１）を装着するには、図２に示す
ように各パーツ１１を互いの係合突部１５と係合凹部１６が向かい合うように対向させて
、各底部支持部１２の対向面の隙間が柔軟パウチ容器２０の下部（環状載置部２３）の前
後幅より短くなるようにパーツ１１同士を互いに接近させる。そして、一対の周辺支持部
１３の上端部間に形成された隙間から柔軟パウチ容器２０の下部を一対の周辺支持部１３
の間に上方から挿入し（このときの一対の周辺支持部１３の上端部間の前後間隔は柔軟パ
ウチ容器２０の下部の前後幅より広い）、環状載置部２３を一対の底部支持部１２の上面
に載置する。そして、一対のパーツ１１を互いに近づく方向に直線的に移動させて底部支
持部１２の対向面同士を接触させると共に各係合突部１５を相手方の係合凹部１６に嵌合
することにより、一対のパーツ１１同士を互いに連結する（一体化する）。すると、柔軟
パウチ容器２０の環状載置部２３が底部支持部１２の上面に載置され、かつ柔軟パウチ容
器２０の下半部の周囲が一対の周辺支持部１３によって囲まれる。
　図３に示すように、係合突部１５及び係合凹部１６の正面形状（横断面形状）は下端に
比べて上端が広い台形形状なので、係合凹部１６と嵌合した係合突部１５が対応する係合
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凹部１６から下方に抜け出すことはなく、また係合凹部１６の上面は塞がっているので、
係合突部１５が対応する係合凹部１６から上方に抜け出すこともない。また、一対のパー
ツ１１の底部支持部１２の上面同士は連続するが、一対の周辺支持部１３の側端同士の間
には隙間１８が形成されるので、柔軟パウチ容器２０の左右両側部が左右の隙間１８から
ホルダー１０の側方に突出する。
　このようにして柔軟パウチ容器２０に装着した完成状態のホルダー１０は、４つの半球
状突部１４を水平板に載置することにより、該水平板に起立した状態で載置できる。
　また、一対の周辺支持部１３の間に挿入する前の状態における柔軟パウチ容器２０の下
半部（側面視において上部より広幅の部分）の前後幅が、組み立てられたホルダー１０の
上端開口部の前後幅（一対のパーツ１１の上端どうしの前後間隔）より狭いため、一対の
パーツ１１の上端部によって柔軟パウチ容器２０の前後両面の対応箇所が僅かに押圧され
る（凹まされる）。すると、柔軟パウチ容器２０内部の流体物Ａの液圧によって柔軟パウ
チ容器２０の当該対応箇所からパーツ１１の上端部に接触圧が及ぶため、柔軟パウチ容器
２０の上部を掴んで上方に持ち上げると、ホルダー１０も柔軟パウチ容器２０と一緒に上
方に移動する。
　なお、一対のパーツ１１を互いに離れる方向に直線的に移動させて各係合突部１５を対
応する係合凹部１６から脱出させれば、パーツ１１同士を分離し柔軟パウチ容器２０から
取り外すことが出来る。
【００２３】
　例えば、流体物Ａが飲料であり、飲料Ａが内部空間２１一杯に充填されている場合に、
柔軟パウチ容器２０の開口部２６から所望量の飲料Ａを図示を省略したグラスに注ぎたい
場合は、図８に示すように片方の手で一対の周辺支持部１３の貫通孔１７より下方部分を
掴み、一対の周辺支持部１３の当該部分を互いに近づく方向に押圧する。すると、図９に
示すように周辺支持部１３の一部が凹むことにより当該押圧力が周辺支持部１３に吸収さ
れ、残りの押圧力が周辺支持部１３の当該凹み部から柔軟パウチ容器２０の下半部に及ぶ
。そのため、周辺支持部１３に対する押圧力が多少大きくても柔軟パウチ容器２０に過大
な押圧力が及ぶことはないので、所望量の飲料Ａを開口部２６からグラスに注ぐことが出
来る。
　また、図１０に示すように、周辺支持部１３の貫通孔１７に指を入れて、この指で柔軟
パウチ容器２０の上部を直接押圧してもよい。このようにすると柔軟パウチ容器２０内の
貫通孔１７と対向する部分に位置する飲料Ａの液圧が高まるので、開口部２６からグラス
に飲料Ａを注ぐことが出来る。上述のように一対のパーツ１１の上端部が柔軟パウチ容器
２０の前後両面を凹ませているので、当該凹み部の直下に位置する貫通孔１７との対応部
分の前後幅は柔軟パウチ容器２０の下部（図８及び図９において押された部分）の前後幅
より狭い。このように下部に比べて前後幅が狭い部分を押圧する場合は、押圧力が多少強
くても開口部２６からは所望量の飲料Ａが排出されるので、この要領によってもグラスに
所望量の飲料Ａを注ぐことが出来る。
　さらに、この柔軟パウチ容器２０及びホルダー１０を冷蔵庫のサイドポケットに収納し
、各半球状突部１４をサイドポケットの底板に載置した際に、このサイドポケットに当該
柔軟パウチ容器２０及びホルダー１０と隣り合わせで収納した別の硬い収納物（例えばペ
ットボトルやガラス瓶）がホルダー１０（周辺支持部１３）に接触したとしても、この接
触力はホルダー１０の周辺支持部１３によって吸収されるので、柔軟パウチ容器２０内の
流体物Ａが開口部２６から漏れるおそれは小さい。
【００２４】
　以上説明したように本実施形態のホルダー１０を柔軟パウチ容器２０に装着すれば、こ
のような効果が得られる。
　また、本実施形態のホルダー１０はポリプロピレン製なので、ホルダー１０を安価に製
造できる。
　さらに、ホルダー１０は同じ形状（対称形状）である一対のパーツ１１からなるものな
ので、パーツ１１は一種類で足りる。そのため、ホルダー１０を形状が異なる２種類のパ
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ーツから構成する場合に比べて製造コストを低くできる。
【００２５】
　以上、上記実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は様々な変更を施しながら
実施可能である。
　例えば、図１１～図１５に示す変形例の態様で実施してもよい（上記実施形態と同じ部
材には同じ符号を付している）。
　このホルダー３０の基本構造（材質を含めて）はホルダー１０と同じであり、互いに同
じ形状（対称形状）である一対のパーツ３１からなるものである。パーツ３１は底部支持
部１２と周辺支持部１３とを具備している。
　底部支持部１２の下面には、ホルダー３０を水平板に載置したときに該水平板に接触す
る部材である、一対の直線状突部３２が突設してある。
　各パーツ３１の底部支持部１２の対向面には、底部支持部１２より薄肉で平面視台形を
なす係合突部３３が突設してあり、係合突部３３の下面の先端部近傍には平面視矩形の係
止爪３４が突設してある。図１５に示すように係止爪３４の断面形状は三角形であり、先
端側から底部支持部１２側に向かうにつれて下方への突出量が漸次増大している。一方、
各パーツ３１の底部支持部１２の対向面には、係合突部３３と隣合い、かつ係合突部３３
と同じ形状をなす係合凹部３５が凹設してある。さらに底部支持部１２の下面における係
合凹部３５の直下に位置する部分には、係止爪３４と同じ平面形状でかつ係合凹部３５と
連通する係止孔３６が穿設してある。
　さらに底部支持部１２の下面には、一方の直線状突部３２の側方に位置し、かつその先
端部が底部支持部１２の上記対向面から突出する底部爪３７が設けてある。底部爪３７の
下方への突出量は直線状突部３２より小さい。
　一対のパーツ３１はホルダー１０のパーツ１１と同様に、互いの係合突部３３と係合凹
部３５が向かい合うように対向させて、各底部支持部１２の対向面同士を接触させること
により互いに接続（一体化）する。係合突部３３を対向する係合凹部３５に挿入すると係
止爪３４が係止孔３６に嵌合するので、意図的に係止爪３４を係止孔３６から脱出させな
い限りパーツ３１同士が分離することはない。さらにパーツ３１同士を接続すると、互い
の底部爪３７の先端部が相手方の底部支持部１２の下面に接触し、その分だけ一対のパー
ツ３１同士の摩擦抵抗を増大させているので、パーツ３１同士はより分離し難くなってい
る。
【００２６】
　また、ホルダー１０、３０の材質は上記のものには限定されず、周辺支持部１３の剛性
が柔軟パウチ容器２０より高ければポリプロピレン以外の樹脂材によって成形してもよい
。
　さらに、ホルダー１０、３０を一つの部材からなる一体物としたり、あるいは３つ以上
のパーツから構成してもよい。また、ホルダー１０、３０を一体物とする場合と複数のパ
ーツから構成する場合のいずれにおいても、周辺支持部１３を平面視で環状をなすように
構成してもよい。
　また、柔軟パウチ容器２０の下部の前後幅が完成状態のホルダー１０、３０の上端開口
部の前後幅より狭い場合は、ホルダー１０、３０を組み立ててから柔軟パウチ容器２０を
ホルダー１０、３０の内部に挿入してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明は、柔軟パウチ容器のホルダーとして利用可能であり、柔軟パウチ容器に適正な
押圧力を及ぼすことが可能で、かつ意図しない外力が及んだ場合においても柔軟パウチ容
器内部の流体物が開口部から漏れるのを防止できる。

【符号の説明】
【００２８】
１０　　ホルダー
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１１　　パーツ
１２　　底部支持部
１３　　周辺支持部
１４　　半球状突部
１５　　係合突部
１６　　係合凹部
１７　　貫通孔
１８　　隙間
２０　　柔軟パウチ容器
２１　　内部空間
２２　　底面部
２３　　環状載置部
２４　　排出用突部
２５　　ミシン目
２６　　開口部
３０　　ホルダー
３１　　パーツ
３２　　直線状突部
３３　　係合突部
３４　　係止爪
３５　　係合凹部
３６　　係止孔
３７　　底部爪
Ａ　　　流体物

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【図１５】

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月17日(2010.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
変形可能な柔軟シートからなり内部に充填した流体物を排出するための開口部を上部に有
する柔軟パウチ容器の樹脂製ホルダーであって、
　上記柔軟パウチ容器の底部を支持する底部支持部と、
　上部が開口すると共に上方に向かうにつれて内径が徐々に小さくなり、かつ該底部支持
部と連続する、該底部支持部に上記柔軟パウチ容器の底部を載置したときに上記開口部よ
り下方に位置する部分を囲み、上端から下端にかけて延びる２つ以上の隙間を有する、上
記柔軟パウチ容器より剛性が高くかつ弾性を有する周辺支持部と、
　を備えることを特徴とする柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項２】
請求の範囲第１項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記底部支持部及び上記周辺支持部がポリプロピレンからなる柔軟パウチ容器用ホルダ
ー。
【請求項３】
請求の範囲第１項または請求の範囲第２項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記周辺支持部の上部に貫通孔を形成した柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項４】
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請求の範囲第１項から請求の範囲第３項のいずれかに記載の柔軟パウチ容器用ホルダーに
おいて、
　互いに分離可能かつ互いに結合可能な一対のパーツからなる柔軟パウチ容器用ホルダー
。
【請求項５】
請求の範囲第４項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　一対の上記パーツの対向面の一方に係合突部を形成し、他方に該係合突部が係合する係
合凹部を形成した柔軟パウチ容器用ホルダー。
【請求項６】
請求の範囲第５項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　上記係合突部と係合凹部を、上記底部支持部における相手方の上記底部支持部との対向
部に形成し、
　上記底部支持部の下面に上記係合凹部と連通する係止孔を形成し、
　上記係合突部の下面に上記係止孔と係合する係止爪を形成した柔軟パウチ容器用ホルダ
ー。
【請求項７】
請求の範囲第５項または請求の範囲第６項記載の柔軟パウチ容器用ホルダーにおいて、
　一対の上記パーツが上記係合突部及び上記係合凹部を共に具備し、かつ互いに同じ形状
である柔軟パウチ容器用ホルダー。
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